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１．現場解体作業報告書 

 

 

「大型変圧器等に係る現場解体作業について（抜油及び付属品取外し作業）」（平成 16年４

月、ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業検討委員会） 

 

  https://www.jesconet.co.jp/content/900003510.pdf を参照 

 

 

 

「大型変圧器等に係る現場解体作業について（第二次報告書）」（平成 21年３月、ポリ塩化ビ

フェニル廃棄物処理事業検討委員会） 

 

  https://www.jesconet.co.jp/content/900003140.pdf を参照 

 

 

 

「大型変圧器等に係る現場解体作業について（第三次報告書）」（平成 28年 10月、ポリ塩化

ビフェニル廃棄物処理事業検討委員会） 

 

  https://www.jesconet.co.jp/content/900003187.pdf を参照 

 

 

  

https://www.jesconet.co.jp/content/900003510.pdf
https://www.jesconet.co.jp/content/900003140.pdf
https://www.jesconet.co.jp/content/900003187.pdf
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２．PCB廃棄物収集・運搬ガイドライン（抜粋）（平成 16年３月（平成 23年８月改訂）、環

境省） 
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３．PCB廃棄物の処理作業等における安全衛生対策要綱（平成 17年２月、厚生労働省） 
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1.  はじめに 

保管現場での作業を必要とする PCB 廃棄物の処理は、PCB 処理施設内に搬入しての処理に比べ、利用可能な

スペース、電源の確保、空調の制御性などの制約によって、困難な作業が多くなるため、施工技術上のさまざまな工

夫が講じられてきた。たとえば、現場解体においてはグリーンハウスと称するシート養生とシート内空気制御方策が講

じられている。こうした現場作業に関する PCB 濃度モニタリング情報を丁寧に蓄積していくことは、PCB 環境挙動を

知るうえで重要である。 

そこで「処理困難物対応作業にかかる PCB 環境挙動及び処理効果検討業務」は、主に大型変圧器保管現場作

業前後での PCB 濃度の推移を調査することにより、その実態を把握し、PCB 濃度に影響を与える要因の把握と制御

方策の検討、また長期的に PCB 濃度を測定することにより、PCB 廃棄物搬出の効果確認を目的として行ってきた。

また、対照地点として、現場作業は伴わずに単に保管されていた PCB 廃棄物が搬出された保管場所を選定し同様

の調査を行った。 

令和元年度から 4 年度にかけて実施された調査の報告書は各年度ごとに別途作成されているが、本書ではそれ

らの結果を取りまとめた中長期的な調査記録として取りまとめるものである。 

 

2.  調査対象と調査方法 

2.1  調査対象保管場所 

対象保管場所は、次に掲げる（A）、（B）に区分し PCB濃度測定等を行い、その解析、評価等を行った。 

(A) フォローアップ測定地点 

過去に保管現場で大型変圧器等の現場解体作業を実施した事業所の気相中の PCB濃度測定 

(B) 対照測定地点 

現場解体を実施していない対照地点の気相中の PCB濃度測定 

 

PCB 廃棄物搬出後、年月が経過したにもかかわらず、PCB 濃度低減速度が低下している保管場所について、原

因調査の一環として床および壁の拭き取り試験を行った。また、PCB 濃度が下がらない対照地点一事業所について

は、別途原因調査を実施した。 

現場解体作業等を実施し、搬出が完了した後の保管場所の活用状況を調査し、早期処理の有効性を評価した。

表 1に、調査対象地点の概要を示す。 

対象事業所記号は、報告書 実績編 実績個票の案件番号を使用し、現地作業を実施していない対照測定地点

2か所の記号は、調査報告書の記号を使用した。 
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表 1 対象地点の概要 

区分 対象事業所 

記号 

概要 

PCB廃棄物 保管場所 現場作業概要 

(A) 

案件番号 1 
変圧器 2台,1,250kVA,6.7t  

油量 1,650ℓ 

地下 3階電気室 

約 185m2、空調有 

2013/12 現地作業完了 

抜油、気化溶剤循環洗浄、解体 

案件番号 7 
変圧器 2台,4,500kVA,16.9t 

油量 4,000ℓ 

地下６階電気室 

約 185m2、空調有 

2018/6 現地作業完了 

抜油、気化溶剤循環洗浄、解体 

案 件 番 号

15 

変圧器 2台,7,500kVA,26.3t  

油量 6,100ℓ 

地下 5階電気室 

約 375m2、空調有 

2020/3 現地作業完了 

抜油、気化溶剤循環抜油、解体 

案 件 番 号

12,13 

変圧器 600kVAx3台,4.38t 

油量 987ℓ 

変圧器 3,000kVAx2台,15.2t  

油量 3,750ℓ 

地下 2階電気室 

約 52m2、空調有 

2020/3 現地作業完了 

600kVA:抜油、気化溶剤循環抜油、

解体 

3,000kVA: 抜油、気化溶剤循環抜

油、解体 

案 件 番 号

10 

変圧器 600kVAx2台,4.38t 

油量 987ℓ 

8階電気室 

約 80m2、空調有 

2018/11 現地作業完了 

600kVA:抜油、気化溶剤循環抜油、

解体 

案 件 番 号

28 

シャフト大小 x各 1台,漏洩変

圧器、タンク、油ろ過機 x各 1

台 

地 上 平 屋 倉 庫

152m2 

空調・換気設備無 

2019/3 現地作業完了 

抜油、気化溶剤循環抜油、解体 

案 件 番 号

16 

変圧器 600kVAx3台,4.38t 

油量 987ℓ 

17階電気室 

約 60m2、空調有 

2020/12 現地作業完了 

600kVA:抜油、気化溶剤循環抜油、

解体 

案 件 番 号

25 

コンクリート製保管容器 x3台 

約 2.5t 

地上倉庫約 380m2 

空調・換気設備無 

2021/10 現地作業完了 

コンクリート容器を高低濃度に仕分け 

高濃度汚染物は 150mm角、5kg以下 

(B) 

H30-3 

安定器 x1台 

コンデンサ 

50kVAx2台,75kVAx1台 

建屋内倉庫 8m2 

空調・換気設備無 

現場作業無 

2018/1搬出完了 

H30-2 安定器等各種 PCB廃棄物 
建屋内倉庫 27m2 

空調・換気設備無 

現場作業無 

2016/4搬出完了 

 

2.2  試料採取方法 

気相の試料採取方法は以下の方法で実施した。 

PCB 廃棄物保庫または現場解体作業等を行った場所（以下、「保管エリア内」）においては、カートリッジ

（Autoprep® PCB＠Gas）を用いるローボリューム（LV）採取法により 2 L/minで 24時間（約 3 m3）の採取を行った。 

PCB 廃棄物保管エリア又は現場解体作業等を行った場所の外（以下、「保管エリア外」）においては、環境省化

学物質環境実態調査1)における PCBモニタリング調査と同様の採取方法とし、捕集剤として PUF（ポリウレタンフォー

ム）、QFF（石英繊維フィルター）、ACF（活性炭素繊維フェルト）等を用いるハイボリューム（HV）採取法により流量

700 L/minで 24時間（約 1000 m3）の採取を行った。 

拭き取り試験については、厚生省告示 192号（平成 4年 7月）別表第三の第二拭き取り試験法に準じた試料採取
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を行った。 

 

2.3  試料採取場所の調査 

試料採取場所について、次に掲げる事項に関する調査等を実施した。 

1) 採取場所の容積（面積、高さ等の測定） 

採取場所(保管エリア)の容積については、図面を確認するとともに、実測した。 

2) 採取場所の換気率（濃度減衰法による測定） 

【H30-3】採取場所(保管エリア)の換気率測定については、一酸化炭素(CO)を用いた濃度減衰法によっ

た。 

その他の事業所では適切な換気率測定法がなく、換気率の測定は実施できなかった。 

 

2.4  ＰＣＢ濃度測定等 

2.2 により採取した気相試料の PCB濃度測定は、環境省化学物質環境実態調査における PCBモニタリング調査

と同様の分析法に従い、高分解能ガスクロマトグラフ－質量分析計 GC/MS にて分析・定量した。但し、ガス態と粒子

態に分けた試料採取・分析・定量は行わなかった。 

測定対象物質は、PCB 各同族体(1 塩素化～10 塩素化)、PCB 各異性体とした。本書では、PCB 異性体について

の測定結果は省略する。 

 

2.5  結果の解析 

測定結果を基に、測定結果と温度補正した測定結果（PCB 濃度等）を縦軸に、経過時間を横軸にとって、気相中

の PCB 濃度等がどのように推移していくかを評価した。また以下の項目について考察を行った。 

① 現場作業中の PCB濃度の推移 

② 現場作業内容と PCB濃度の関連性 

③ 現場作業後および PCB廃棄物搬出後の PCB濃度の推移 

④ 現場解体作業後および PCB廃棄物搬出後の経過年数の違いによる PCB濃度レベルの差異 

⑤ 気温の影響を補正した PCB濃度の推移の比較 

⑥ 解体現場の PCB濃度に影響を及ぼす要因の検討 

国内では室内環境大気についての基準はないため、暫定環境基準値 500ng/m3 以下になっていることを目安とし

て評価した。 

（参考：ドイツでは ARGEBAU（建設業労資協調会）で、削減目標とするガイドラインレベルとして 300ng/m3 が示さ

れている。長期における耐用とする長期暴露レベルとして 30ng/m3 が示されている。ARGEBAU, Richtlinie für die 

Bewertung und Sanierung PCB-belasteter Baustoffe und Bauteile in Gebäuden (PCBRichtlinie) vom 14.09.1994. 

Mitteilungen DIBt 1995, 2, 50-60.） 

結果の解析、評価にあたっては、京都大学 環境安全保健機構 環境管理部門の研究者および関連の研究者

等の協力を得た。 

 

2.5.1  PCB濃度の温度補正 

PCB 濃度は、気温による影響を大きく受けるため、長期的な PCB 挙動を明らかにするには気温の影響を小さくす

る必要がある。そこで、下記の手法によって 20℃を基準温度に補正を行って測定結果を整理した。 

𝐶20,𝑖 = 𝐶𝑇,𝑖 ⋅ exp (−𝑘 (
1

293.15
−

1

273.15+𝑇
))  (1) 

C20,I : 気温 20℃における補正後の PCB濃度 
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CT,I : PCB保管エリア内外の PCB濃度（補正前） 

T（℃）: 試料採取時の PCB保管エリア内外の気温 

k（1/K）: 温度依存性を表す係数 

i : PCB同族体の塩素置換数（1～10） 

 

3.  結果と評価 

3.1  現地作業前後の PCBの挙動 

保管場所で現場作業がおこなわれた事業所のうち 2か所【案件番号 15】,【案件番号 16】について、作業中の PCB

モニタリングを実施した。 

保管場所【案件番号 15】および【案件番号 16】での PCB 挙動を以下に示す。ここで、保管エリア内は変圧器が保

管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管されていた部屋とは隔てられた隣接した部屋を示す。 

 

3.1.1  【案件番号 15】現地作業 

案件番号１５は、地下 5階電気室内に保管されていた既に抜油済みの変圧器が解体される現場であった。 

変圧器解体作業における環境への影響の有無を確認するため、作業開始前、作業中、作業終了後の作業環境

測定ガイドブックに基づく環境測定が実施された（表 2）。保管場所では作業開始前に 0.010mg/m3 であったが、解

体後は 0.002mg/m3まで減少した。また、グリーンハウス内外においては作業環境基準値の 0.01mg/m3を大きく下回

っており、作業による影響は見られなかった。作業開始前の保管場所 PCB 濃度が高かった理由は、保管中に変圧

器から保管されていたオイルパン上に油漏れがあったためと思われる。 

表 2 作業環境測定結果 

 作業開始前 解体前 解体中 解体後 

保管場所 0.010mg/m3 ― ― 0.002mg/m3 

グリーンハウス外  ― <0.001mg/m3 <0.001mg/m3 

グリーンハウス内  0.001mg/m3 <0.001mg/m3 <0.001mg/m3 

作業環境測定ガイドブック【3】特定化学物質関係 3009 に基づく分析  塩素化ビフェニル    基準値 0.01mg/m3 

 

作業中の保管エリア内（変圧器が保管されていた部屋）及び保管エリア外（変圧器が保管されていた部屋とは隔て

られた隣接する屋内の部屋）の PCB 濃度推移を図 1 に示す。保管エリア内の PCB 濃度は、オイルパン切断中で

100ng/m3、気化溶剤循環抜油中で 74ng/m3、変圧器切断解体中で 56ng/m3であり、作業内容により PCB の濃度変

化が見られた。保管エリア外の PCB濃度は、オイルパン切断中で 19ng/m3、気化溶剤循環抜油中で 17ng/m3、変圧

器切断解体中で 35ng/m3であり、変圧器切断解体中に僅かに上昇していた。 

作業開始前の保管場所の PCB 濃度は 10 ㎍/m3であったが、作業中の保管エリア内において作業環境基準値を

上回ることはなく、保管エリア外でも常時暫定環境基準値 500ng/m3以下であった。 

PCB 濃度は、保管エリア内において作業環境基準値 0.01mg/m3を上回る数値ではなかったが、作業期間中は作

業員の暴露防護対策を施しており作業環境衛生上問題なく作業を実施できた。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 1 作業中の保管エリア内外の PCB濃度推移  【案件番号 15】 

 

各作業中の保管エリア内外の PCB 同族体濃度分布を図 2 に示す。保管エリア内では、オイルパン切断中に 6-7

塩素化物の濃度が高かったのに対し、変圧器切断中は 1-2塩素化物の濃度が高かった。一方、保管エリア外では、

オイルパン切断中に 6-7 塩素化物がわずかに高いが保管エリア内ほど顕著ではなく、変圧器切断中は 1-2 塩素化

物よりも 6 塩素化物の濃度が高かった。作業中の PCB 同族体組成のパターンは、保管エリア内と保管アリア外とで

連動して変化しているとは言えず、保管エリア内の作業による保管エリア外 PCB 濃度への影響は限定的であると推

察された。 

 

 

(A) 保管エリア内 
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(B) 保管エリア外 

図 2 作業中の保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 15】 

 

3.1.2  【案件番号 16】現地作業 

案件番号 16は、複合商業ビル地上 17階電気室内で保管されていた抜油されていない変圧器が解体される現場

であった。 

保管エリア内（変圧器が保管されていた部屋）にグリーンハウスが設置され変圧器の解体作業が実施された。作業

中の保管エリア内及び保管エリア外の PCB濃度推移を図 3に示す。 

保管エリア内の PCB 濃度は、作業前で 110ng/m3 で、変圧器移動（290ng/m3）、抜油中（400ng/m3）、付属品取り

外し（310ng/m3）、気化溶剤循環抜油中（290ng/m3）にはあまり濃度変動はなかったが、グリーンハウス設置後の解体

作業中グリーンハウス内は 51,000ng/m3に急上昇し、作業環境基準値 10㎍/m3を上回る数値となった。（なお、作業

期間中は作業従事者の暴露防護対策を施しており、作業安全衛生上問題なく作業が実施された。） 

解体した PCB 廃棄物が搬出され１か月後の現状復旧後の保管エリア内の PCB 濃度は 36ng/m3まで低下してお

り、2か月後も 19ng/m3と低濃度が保たれていた。 

保管エリア外（変圧器が保管されていた部屋とは隔てられた隣接する屋内の部屋）では、作業前で 13ng/m3で、グ

リーンハウス設置前の変圧器移動（160ng/m3）、抜油中（110ng/m3）、付属品取り外し（230ng/m3）、気化溶剤循環抜

油中（200ng/m3）は PCB 濃度が少し上昇しており、隣接した部屋なので保管エリア内と類似した PCB 濃度になって

いた。保管エリア内の PCB濃度が高くなった解体作業中においても 110ng/m3であったことから、グリーンハウス設置

の効果が見られ、保管エリア外では常時暫定環境基準値 500ng/m3以下に抑えられていた。 

解体した PCB 廃棄物が搬出され１か月後の原状復旧後の保管エリア外の PCB 濃度は 12ng/m3まで低下してお

り、2か月後も 8.2ng/m3と低濃度が保たれていた。 

作業中の保管エリア内外のPCB同族体濃度分布を図 4に示す。保管エリア内においては、作業なし時では2,3,4

塩素化物の濃度割合が高かったが、変圧器移動後は、5塩素化物の濃度割合が最も高くなる傾向が見られた。 

以上より、作業による周辺環境への影響がないことや保管場所の PCB低減効果が確認できた。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 3 作業中の保管エリア内外の PCB濃度の推移 【案件番号 16】 
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（B） 保管エリア外 

  図 4 作業中の保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 16】 

 

3.2  フォローアップ測定地点のＰＣＢ挙動 

現場作業を行った事業所ごとの PCB濃度の調査結果を以下に示す。 

 

3.2.1  【案件番号 1】 

平成 25 年 12 月に変圧器の現場解体作業が完了し、PCB 濃度の経年変化を令和元年 11 月から令和 5 年 2 月

まで観察した。 

ここで、保管エリア内は変圧器が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管されていた部屋とは隔てら

れた隣接した部屋を示す。 

 

3.2.1.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 5に示す。 

保管エリア内外とも、温度補正前の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃度が高く冬期は

低い傾向を繰り返している。温度補正後の PCB 濃度は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補正の効果が表れて

いる。保管エリア内外とも、温度補正後の PCB濃度の目立った低減傾向見られない。 
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（B） 保管エリア外 

図 5 保管エリア内外の PCB濃度の経時変化 【案件番号 1】 

 

3.2.1.2 気相ＰＣＢ中の同族体分析 

保管エリア内外の同族濃度分布を図 6に示す。 

4,5塩素化物の濃度が高く KC-500の影響が示唆される。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

  

図 6 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 1】 

 

3.2.1.3 床および壁の拭き取り試験 

令和元年以降 PCB 濃度測定を行ってきたが、目立った PCB 濃度低減が見られないことから壁あるいは床にわず

かに PCBが付着していることが疑われたため、令和 3，4年度に床および壁の拭き取り試験を実施した。 

その結果を図 7に示す。気相からは、4,5塩素化物の割合が大きかったが、床からは 5,6塩素化物が検出された。
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PCB 汚染物該当性判断基準 0.1μg/100cm2以下ではあったが、若干の影響は示唆される。一方、壁からは PCB は

ほとんど検出されなかったことから、壁からの PCB濃度への影響はほとんどないと考えられる。 

 

(A) 床 

 

(B) 壁 

図 7 保管エリア内の床拭き取り試験結果 【案件番号 1】 

 

3.2.2  【案件番号 7】 

平成 30年 6月に変圧器の現場解体作業が完了し、PCB 濃度の経年変化を令和元年 11 月から令和 5年 2月ま

で観察した。 

令和 2年 9月に一時保管エリアとは隔てられた部屋に保管されていた安定器が搬出された。ここで、保管エリア内

は変圧器等 PCB 汚染物が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器等 PCB 汚染物が保管されていた部屋と

は隔てられた隣接した部屋（機械室）を示し、安定器が一保管されていた部屋とは別の部屋である。 

 

3.2.2.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 8に示す。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 8 保管エリア内外の PCB濃度の経時変化 【案件番号 7】 

 

保管エリア内の PCB 濃度の経時変化は、室温がほぼ一定にもかかわらず夏期は高く冬期は低い傾向を示してい

る。室温がほぼ一定のため温度補正後の PCB 濃度変化も同様の傾向を示している。これは、空調システムの省エネ

ルギーを図るため、夏期は気温の高い外気の取り入れを少なく、逆に冬期は気温の低い外気の取り入れを多くして

いるためと考えられる。室温が変動している保管エリア外の結果から、温度補正後の PCB 濃度がほぼ一定であること

からも類推できる。ただし、外気取り入れ比率は自動制御されているため定量的な考察はできなかった。 

 

3.2.2.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 9に示す。 

保管エリア内外とも、5塩素化物の割合が高く KC-500の影響が示唆される。 
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(B) 保管エリア外 

        

図 9 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 7】 

 

3.2.2.3 床・壁の拭き取り試験 

床・壁の拭き取り試験を行ったが PCB はほとんど検出されず、床・壁が気相濃度に影響を及ぼしていることは考え

られなかった。 

 

3.2.3  【案件番号 15】 

令和 2年 3月に変圧器の現場解体作業が完了し、PCB 濃度の経年変化を令和 2 年 7月から令和 5年 2 月まで

観察した。ここで、保管エリア内は変圧器が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管されていた部屋と

は隔てられた隣接した部屋を示す。 

 

3.2.3.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 10に示す。 

保管エリア内の PCB 濃度は、令和２年３月の現場作業後 56ng/m3から 7 か月後の令和 2 年 10月には 13 ng/m3

に急激に減少しその後、PCB 濃度低下速度は減少しつつある。令和３年度以降は保管エリア内外とも、温度補正前

の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃度が高く冬期は低い傾向を繰り返している。温度補

正後の PCB 濃度は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補正の効果が表れている。しかしながら、保管エリア内外

とも、PCB濃度の低減速度は低下傾向にある。 
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(B) 保管エリア外 

図 10 保管エリア内外の PCB濃度の経時変化 【案件番号 15】 

 

3.2.3.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を、図 11に示す。 

保管エリア内は、6塩素化物の割合が高く KC-600の影響が示唆される。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

 

図 11 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 15】 

 

3.2.4  【案件番号 12,13】 

変圧器の現場解体作業が完了した令和 2年 3月から 4か月後の令和 2年 7月から令和 5年 2月まで PCB濃度

の経時変化を観察した。ここで、保管エリア内は変圧器が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管され

ていた部屋とは隔てられた部屋を示す。 
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3.2.4.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 12に示す。 

令和 2年 7月では、保管エリア内の PCB濃度は 310ng/m3と比較的高かったが、10月には 180ng/m3、12月には

67ng/m3、令和 3 年 2 月には 62ng/m3まで下がった。夏場には少し濃度の上昇がみられるものの、令和 5 年 2 月に

は 25ng/m3まで低下していた。保管エリア外（屋内の隣接する部屋）でも比較的 PCB 濃度は高く、令和 2 年 7 月で

は 250ng/m3であったが、10月には 110ng/m3、12月には 89ng/m3、令和 3年 2月には 56ng/m3まで下がった。令和

5 年 2 月には 59ng/m3と同程度で推移していた。保管エリア外でも保管エリア内と PCB 濃度にあまり違いがなく、隣

接する部屋であるため保管エリア内の影響を受けていると考えられた。 

令和３年度以降は保管エリア内外とも、温度補正前の PCB濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB濃

度が高く、冬期は低い傾向を繰り返している。温度補正後の PCB 濃度は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補

正の効果が表れている。保管エリア内の PCB濃度低減速度は低下しているが、幾分かは減少傾向が見られる。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 12 保管エリア内外の PCB濃度の経時変化 【案件番号 12,13】 

 

3.2.4.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を、図 13示す。 

保管エリア内は、5塩素化物の割合が高く KC-500の影響が示唆される。 
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(A) 保管エリア内 

 

 

(B) 保管エリア外 

                         

図 13 保管エリア内外の PCB同族体分布 【案件番号 12,13】 

 

3.2.4.3 床・壁の拭き取り試験 

床・かべの拭き取り試験の結果を表 3 保管エリア内床・壁拭き取り試験結果 【案件番号 12,13】に、同族体濃度

分布を図 14に示す。 

PCB汚染物の該当基準を超えた分析結果を示しており、PCB濃度に影響を及ぼしている可能性が示唆された。ま

た床の同族体濃度分布では、6 塩素化物が多く検出された。気相との組成の違いは、各塩素化物の揮発性の違い

による影響が示唆される。 

 

表 3 保管エリア内床・壁拭き取り試験結果 【案件番号 12,13】 
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図 14 保管エリア内の拭き取り試験同族体分布 【案件番号 12,13】 

 

3.2.5  【案件番号 10】 

平成 30 年１１月に変圧器の現場解体作業が完了し、PCB 濃度の経年変化を令和 2 年 7 月から令和 5 年 2 月ま

で観察した。ここで、保管エリア内は変圧器が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管されていた部屋

とは隔てられた屋外を示す。 

 

3.2.5.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 15に示す。 

令和 2 年度以降保管エリア内外とも、温度補正前の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃

度が高く冬期は低い傾向を繰り返している。温度補正後の PCB 濃度は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補正

の効果が表れている。しかしながら、保管エリア内外とも、PCB 濃度の低減速度は低下しているが減少傾向は見られ

る。 

特に、温度補正後の PCB濃度は減少速度は小さくなっているとはいえ、幾分かは低減傾向が見られる。 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 15 保管エリア内外の PCB濃度経時変化 【案件番号 10】 
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3.2.5.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 16に示す。 

保管エリア内は、5塩素化物の割合が高く KC-500の影響が示唆される。 

保管エリア外も、５塩素化物の割合が高いことから、保管エリア内の影響が示唆される。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

 

(B) 保管エリア外 

                       

図 16 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 10】 

 

3.2.5.3 床・壁の拭き取り試験 

床・壁の拭き取り試験を行ったが、PCB 汚染物等の該当性判断基準値(0.1μg/100cm2)以下で PCB 濃度への影

響はほとんどないと考えられる。 

 

3.2.6  【案件番号 28】 

令和 2年 3月にシャフトと呼ばれる特殊部品の現場切断解体作業が完了した令和 2 年 3 月から 5 か月後の令和

2年 8月から令和 5年 2月まで PCB濃度の経時変化を観察した。保管エリア内は PCB汚染物が保管されていた倉

庫内で、保管エリア外は同倉庫から約 10m離れた屋外を示す。 

 

3.2.6.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経時変化を図 17に示す。 

令和 2 年 8 月では、保管エリア内の PCB 濃度は 7,100ng/m3と非常に高かった。保管者が、保管エリア内の整理

及びコンクリート床の油じみの除去を行ったところ、9 月には 2,900ng/m3まで下がった。12 月にはさらに 420ng/m3ま
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で下がり、暫定環境基準値 500ng/m3以下になった。夏場の 7月には PCB濃度が上がるものの、令和 5年 2月では

410ng/m3と同程度で推移していた。保管エリア外（屋外）では令和 2 年 8 月で 6.2ng/m3、9 月で 2.0ng/m3、12 月で

0.88ng/m3まで下がった。令和 5年 2月では 0.62ng/m3と同程度で推移していた。 

保管エリア外では、令和２年８月の PCB 濃度は 6.2ng/m3 と屋外にしては高い値であったが、令和 5 年 2 月では

0.62ng/m3とほぼ一般大気の濃度レベルに低下している。屋外であっても、PCB濃度は保管エリア内の影響を強く受

けることが示唆される。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

 

(B) 保管エリア外 

図 17 保管エリア内外の PCB濃度経時変化 【案件番号 28】 

 

3.2.6.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 18に示す。 

保管エリア内は、3,4塩素化物の割合が高く KC-300の影響が示唆される。保管エリア外は、測定当初は 3,4塩素

化物の割合が高く、保管エリア内の影響を受けていたと考えられるが徐々に一般大気レベルの組成に変化しており

保管エリアの影響は少なくなっているもの思われる。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア内 

                      

図 18 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 28】 

 

3.2.7  【案件番号 16】 

令和 2年１2月に変圧器の現場解体作業が完了し、PCB濃度の経年変化を令和 3年 7月から令和 5年 3月まで

観察した。ここで、保管エリア内は変圧器が保管されていた部屋で、保管エリア外は変圧器が保管されていた部屋と

は隔てられた隣接した部屋を示す。 

 

3.2.7.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 19に示す。 

令和 3 年度以降保管エリア内外とも、温度補正前の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃

度が高く冬期は低い傾向を繰り返している。温度補正後の PCB 濃度は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補正

の効果が表れている。しかしながら、保管エリア内外とも、PCB 濃度の低減速度は低下しているが減少傾向は見られ

る。 

温度補正後の PCB濃度は減少速度は小さくなっているとはいえ、幾分かは低減傾向が見られる。 

 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

M
C
Bs

D
iC
B
s

Tr
C
B
s

Te
CB

s
P
eC

B
s

H
x
C
B
s

H
p
CB

s
O
C
B
s

N
C
B
s

D
eC

B

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

M
C
Bs

D
iC
B
s

T
rC
B
s

Te
CB

s
P
eC

B
s

H
x
C
B
s

H
p
CB

s
O
C
B
s

N
C
B
s

D
e
C
B

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

M
C
Bs

D
iC
B
s

Tr
CB

s
Te
CB

s
Pe
C
Bs

H
xC
B
s

H
p
CB

s
O
CB

s
N
C
B
s

D
eC

B

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

M
C
Bs

D
iC
B
s

T
rC
B
s

Te
CB

s
P
eC

B
s

H
x
C
B
s

H
p
CB

s
O
C
B
s

N
C
B
s

D
e
C
B

保管庫内 7-8月期
R4年度 総PCBs 2,900,000pg/m3

保管庫内 9-10月期
R4年度 総PCBs 630,000pg/m3

保管庫内 12月期
R4年度 総PCBs 140,000pg/m3

保管庫内 2-3月期
R4年度 総PCBs 410,000pg/m3

R3年度 3,200,000pg/m3

R2年度 7,100,000pg/m3

R3年度 770,000pg/m3

R2年度 2,900,000pg/m3

R3年度 400,000pg/m3

R2年度 420,000pg/m3

R3年度 190,000pg/m3

R2年度 630,000pg/m3

0

800

1,600

2,400

M
C
B
s

D
iC
B
s

Tr
C
B
s

Te
C
B
s

P
eC

B
s

H
xC
B
s

H
p
C
…

O
C
B
s

N
C
B
s

D
e
C
B

0

800

1,600

2,400

M
C
Bs

D
iC
B
s

Tr
C
B
s

Te
CB

s

P
e
C
B
s

H
x
C
B
s

H
p
CB

s

O
C
B
s

N
C
B
s

D
e
C
B

0

800

1,600

2,400

M
C
Bs

D
iC
B
s

Tr
C
B
s

Te
CB

s

P
e
C
B
s

H
x
C
B
s

H
p
CB

s

O
C
B
s

N
C
B
s

D
e
C
B

保管庫外（屋外） 7-8月期
R4年度 総PCBs 2,800pg/m3

保管庫外（屋外） 9-10月期
R4年度 総PCBs 330/m3

保管庫外（屋外） 12月期
R4年度 総PCBs 150pg/m3

保管庫外（屋外） 2-3月期
R4年度 総PCBs 620pg/m3

R3年度 2,500pg/m3

R2年度 6,200pg/m3

R3年度 1,100pg/m3

R2年度 2,000pg/m3

R3年度 460pg/m3

R2年度 880pg/m3

R3年度 210pg/m3

R2年度 780pg/m3

0

800

1,600

2,400

M
C
Bs

D
iC
B
s

Tr
C
B
s

Te
CB

s

P
eC

B
s

H
xC
B
s

H
p
CB

s

O
C
B
s

N
C
B
s

D
eC

B

R3年度同月期 R2年度同月期R4年度同月期



42 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 19 保管エリア内外の PCB濃度経時変化 【案件番号 16】 

 

3.2.7.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 20に示す。 

保管エリア内は、4,5塩素化物の割合が高く KC-500の影響が示唆される。 

 
(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

                      

図 20 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 16】 
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3.2.8  【案件番号 25】 

令和 3年１0月にコンクリート製保管容器の現場解体・仕分け作業が完了し、PCB濃度の経年変化を令和 3年 11

月から令和 5 年 3 月まで観察した。コンクリート製保管容器には雑多な PCB 汚染物が保管され容器内に PCB が漏

洩したと思われる油じみがみられた。ここで、保管エリア内はコンクリート製保管容器等 PCB 汚染物が保管されてい

た倉庫で、保管エリア外は同倉庫から約 10ｍ離れた屋外を示す。 

 

3.2.8.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度変化を図 21に示す。 

令和３年度８月以降、保管エリア内外とも、PCB濃度は低減傾向にある。温度補正前の PCB濃度は気温の影響を

大きく受けており、夏期の PCB 濃度が高く冬期は低い傾向を２年間繰り返している。特に、温度補正後の PCB 濃度

は温度補正前ほど大きな変動はなく温度補正の効果が表れている。温度補正後の保管エリア内 PCB濃度は低下傾

向にある。 

保管エリア外の PCB濃度は、令和 3年１１月９日の測定結果を除き一般大気中の PCB濃度と同程度である。 

 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 21 保管エリア内外の PCB濃度の経時変化 【案件番号 25】 

 

3.2.8.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 22に示す。 

保管エリア内は、3,4,5塩素化物の割合が高く KC-300,400,500の影響が示唆される。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

                               

図 22 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【案件番号 25】 

 

3.3  対照測定地点の PCB挙動 

現場作業は行わず、PCB 汚染物が保管されていた２地点のモニタリングを対照測定として実施した。その結果を

以下に示す。 

 

3.3.1  【H30-3】 

平成 25 年にコンデンサ搬出、平成 30 年 1 月安定器の搬出が完了し、PCB 濃度の経年を平成 30 年 9 月から中

断時期（平成３１年 3月から令和元年１2月）をはさみ平成 5年 2月まで観察した。ここで、保管エリア内は PCB汚染

物が保管されていた部屋で、保管エリア外は PCB汚染物が保管されていた部屋から約 10m離れた屋外示す。 

 

3.3.1.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 23に示す。 

温度補正前の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃度が高く冬期は低い傾向を２年間繰り

返している。 

保管エリア内の PCB 濃度は、PCB 汚染物が搬出されてから年月が経過しているにもかかわらず比較的高い濃度

を示している。一方、保管エリア外は温度補正後の濃度の変動幅が大きいが、一般大気の濃度レベルとなっている。

低濃度域では温度補正が効きすぎていることが想定される。 
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(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 23 保管エリア内外の PCB濃度経時変化 【H30-3】 

 

3.3.1.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 24示す。 

保管エリア内は、3塩素化物の割合が高く KC-300の影響が示唆される。 

保管エリア外は、保管エリア内の影響を受けておらず、一般大気中の同族体濃度分布を示している。 
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(B) 保管エリア外 

                  

図 24 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【H30-3】 

 

3.3.1.3 換気率測定結果 

換気率の測定結果は、保管エリアが窓や換気設備がないことから 3年間の平均値で約 0.3回/時間とほとん

ど換気が行われていない状況であった。 

 

3.3.1.4 PCB濃度が下がらない原因の調査 

PCB濃度が下がらないことから、令和 3,4年度に下記調査を実施したが、PCB濃度が下がらない明確な原因は見

いだせなかった。 

 

1) 令和 3年度調査内容 

保管エリア内の PCB廃棄物保管鉄箱の搬出し PCB濃度を測定したが、効果は見られなかった。 

壁面の拭き取り試験を実施したが、PCB 汚染物等の該当性判断基準を大きく下回っており、影響は認められな

かった。 

2) 令和 3,4年度調査内容 

保管エリア内物資の目視確認調査を実施したが、PCB 濃度に影響を与える可能性のある汚染物資等は、発見

できなかった。 

3) 令和 4年度調査内容 

保管エリア内物資に PCB 汚染物等は発見できなかったが、物資表面にわずかに PCB が付着していた可能性

があるため、保管エリア内の物資をできるだけ搬出し影響を確認した。 

① 保管エリア内外の物資搬出前後の PCB濃度を測定 

② コンクリート面のため拭き取り検査ができない床面が PCB濃度に影響を与えているかを確認するため、物資

置き用棚面の埃を箒で床に落とし、物資搬出後、床面を箒で清掃し塵埃を集めて PCB付着量を測定 

③ 物資搬出後、あらわになった壁面の拭き取り試験を実施し壁面の PCB付着量を測定 

※物資搬出中の昼間は、倉庫内のドアを開放し換気を図っていただいた。 

 

上記①、②、③の調査結果について以下に述べる。 

① PCB濃度測定結果 

過去の同時期である 11-12月頃の PCB濃度（測定値と 20℃温度後）との結果を図 25に示す。 

温度補正前後の PCB 濃度は、前年度同月期と比べて約３０%程度低下したが物資搬出による影響かどうかは

明確には判断できなかった。 
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図 25 11-12月期の保管エリア内の PCB濃度の推移 【H30-3】 

 

② 保管エリア内塵埃中の PCB付着量 

55gの塵埃が採取できたが試料量の不足から、付着物量当たりの PCB量は分析できず重量当たりの PC 

付着量のみの分析結果は、1.3mg/kgであった。PCB同族体濃度分布を、図 26に示す。 

3,4 塩素化物の割合が多く気相中の濃度分布と同様、KC-300 の影響が考えられるが、PCB の絶対量は少な

く PCB濃度に対する影響は少ない。 

 

図 26 保管エリア内の塵埃中の PCB同族体濃度分布 【H30-3】 

 

③ 結果 

壁面拭き取り試験の結果、保管エリア内両壁面から PCB は検出されず、令和 3 年度の拭き取り試験結果同

様、PCB濃度に影響を与えるような PCBの付着は認められなかった。 

 

3.3.2  【H30-2】 

平成 20年 9,10月に大部分の PCB廃棄物が搬出され、平成 28年 4月に最終搬出が完了した。その後、PCB濃

度の経年変化を平成 30 年 9 月から中断時期（平成 31 年 3 月から令 3 年 6 月）をはさみ令和 5 年 2 月まで観察し

た。ここで、保管エリア内は PCB 汚染物が保管されていた部屋で、保管エリア外は PCB 汚染物が保管されていた部

屋から約 20m離れた屋外示す。 

 

3.3.2.1 PCB濃度の経年変化 

保管エリア内外の PCB濃度の経年変化を図 27に示す。 

温度補正前の PCB 濃度は気温の影響を大きく受けており、夏期の PCB 濃度が高く冬期は低い傾向を２年間繰り
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返している。 

保管エリア内の PCB 濃度は、PCB 汚染物が搬出されてから年月が経過しているにもかかわらず比較的高い濃度

を示している。一方、保管エリア外は温度補正後の濃度変動幅が大きいが、一般大気の濃度レベルとなっている。低

濃度域では温度補正が効きすぎていることが想定される。 

 

 

(A) 保管エリア内 

 

(B) 保管エリア外 

図 27 保管エリア内外の PCB濃度経時変化 【H30-3】 

 

3.3.2.2 気相 PCB中の同族体分析 

保管エリア内外の同族体濃度分布を図 28に示す。 

保管エリア内は、5塩素化物の割合が高く KC-500の影響が示唆される。 

保管エリア外は、平成 30 年および令和 3 年 7-9 月期では 3 塩素化物の割合が高かったが、令和 4 年度ではほ

ぼ一般大気中の同族体濃度分布を示している。 

 

 

(A) 保管エリア内 

0

10

20

30

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

18/9 19/3 19/9 20/3 20/9 21/3 21/9 22/3 22/9 23/3

気温
(℃

)

PC
B濃

度(
pg

/m
3 )

保管庫内（温度補正前） 保管庫内（温度補正@20℃） 気温（℃）

平成30年度 令和4年度令和3年度

0

10

20

30

0

250

500

750

1,000

18/9 19/3 19/9 20/3 20/9 21/3 21/9 22/3 22/9 23/3

気
温

(℃
)

PC
B濃

度
(p

g/
m3 )

保管庫外（温度補正前） 保管庫外（温度補正@20℃） 気温（℃）

平成30年度 令和4年度令和3年度

0

80,000

160,000

240,000

M
C
B
s

D
iC
Bs

Tr
CB

s

Te
C
B
s

Pe
C
Bs

H
xC
B
s

H
p
CB

s

O
C
B
s

N
CB

s

D
eC

B

0

80,000

160,000

240,000

M
C
Bs

D
iC
Bs

Tr
CB

s

Te
C
B
s

Pe
C
Bs

H
xC
B
s

H
p
CB

s

O
CB

s

N
CB

s

D
eC

B

0

80,000

160,000

240,000

M
C
Bs

D
iC
Bs

Tr
CB

s

Te
C
B
s

P
eC

B
s

H
xC
B
s

H
p
CB

s

O
CB

s

N
CB

s

D
eC

B

保管庫内 7-9月期
R4年度 総PCBs 340,000pg/m3

保管庫内 10－11月期
R4年度 総PCBs 150,000pg/m3

保管庫内 12-1月期
R4年度 総PCBs22,000pg/m3

保管庫内 2月期
R4年度 総PCBs 31,000pg/m3

R3年度 380,000pg/m3

H30年度 620,000pg/m3
R3年度 120,000pg/m3

H30年度 110,000pg/m3

R3年度 18,000pg/m3

H30年度 44,000pg/m3

0

80,000

160,000

240,000

M
C
Bs

D
iC
Bs

Tr
CB

s

Te
C
B
s

Pe
C
Bs

H
xC
B
s

H
p
CB

s

O
CB

s

N
CB

s

D
eC

B

R3年度 23,000pg/m3

H30年度測定無



49 

 

 

(B) 保管エリア外 

 

図 28 保管エリア内外の PCB同族体濃度分布 【H30-2】 

 

3.4  保管エリア内 PCB濃度の経年推移 

これまでの調査結果を総合すると、PCB 廃棄物の搬出後に保管エリア内の PCB 濃度は急激に低下し、PCB 総濃

度が 10 ng/m3（気温 20℃補正）前後となったところで減少速度が鈍化する傾向が見られた。PCB 保管エリア内での

PCB の搬出直後において、気相中に存在する PCB は保管エリア内の換気によって、速やかに濃度が低減していく

が、壁面や床面、保管エリア内の機器類などの表面に付着あるいは内部に浸透した PCBは、徐々に保管エリア内で

揮発し、保管エリア内の PCBの供給源となり、濃度の減少が鈍化すると推察された。しかしながら、拭き取り試験では

明確に PCB汚染源を特定することはできなかった。 

現場解体作業後の経過年数とともに、PCB 濃度がどのように推移するかをより詳細に検討するためには、同一地

点でのより長期にわたる継続的な調査や、経過期間の異なる複数の（できるだけ多い）保管エリアでの濃度測定値を

用いた解析が必要である。 

 

3.5  保管エリア外の PCB濃度の経年推移 

保管エリア外の測定地点は、2種類に分類されそれぞれの状況は下記のとおりであった。 

1) 屋内 

保管エリア近傍で屋外で測定できる場所がない地点、対象事業所 ： 案件番号 1, 案件番号 7, 案件番号 15, 

案件番号 12,13, 案件番号 16 

測定結果の概要 

保管エリア外ではあるが、PCB保管時の影響を受けて、一般大気より PCB濃度は高い傾向にある。 

 

2) 屋外 

保管エリア近傍で屋外で測定できた地点、対象事業所 : 案件番号 10, 案件番号 28, H30-3, H30-2 

測定結果の概要 

案件番号 28の結果から、測定当初は保管エリア内の PCB濃度が高く屋外であっても比較的高い濃度を示し

たが保管エリア内の PCB廃棄物の搬出が進むにつれて屋外 PCB濃度も低下傾向にあった。 

その他の地点は、保管エリアの影響をほぼ受けておらず一般大気の PCB濃度レベルに近かった。 

 

3.6  保管場所の PCB濃度に影響を及ぼす要因の検討 

これまでの調査での測定結果の検討より、解体現場の PCB 濃度に影響を及ぼす要因として、大別すると以下のよ

うに分類できる。 
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１） 解体現場における PCBの存在量に関するもの 

解体対象となる PCB機器に含まれる PCBの量 

解体対象以外に保管されている PCB廃棄物の量 

解体（切断）作業時の粉塵の発生量 

解体前の PCB機器からの PCB漏洩の有無・程度 

２） 現場内に存在する PCBの気相中への移動に関するもの 

取り外し部品や解体物の保管状況 

解体（切断）作業時の粉塵の発生量 

PCB解体作業時の PCB機器の密閉の程度（グローブバッグ内での作業実施、 

グリーンハウス内での作業実施など） 

解体前の PCB機器からの PCB漏洩の有無・程度 

PCB保管エリアの広さ、換気率、気温 

３） 気相中に移動した PCBのその後の挙動に関するもの 

解体（切断）作業時の粉塵の発生 

排ガス処理用活性炭の使用履歴、 

解体現場における PCB存在量が少ないほど、気相中の PCB濃度も低くなると期待される。あらかじめ高濃度 PCB

を抜油しておくことや、解体物を速やかに搬出することで、PCB の存在量を減らすことができる。PCB の気相への移

動の程度に影響する要因としては、機器からの漏洩の有無や、作業時・保管時の密閉の程度、解体現場の気温など

がある。 

 

3.7  ＰＣＢ廃棄物搬出後の保管場所の有効活用 

ビルや工場内で使用又は保管されていた変圧器等のPCB廃棄物は、電気室内又は倉庫内に保管場所を定めて

使用または保管されていた。PCB廃棄物が搬出された空地は他の用途に有効に活用することが可能となるのでその

利用状況を調査した。その結果、資機材・物品置き場として利用されているケースがほとんどであった。各調査地点

の有効活用実態の確認結果を 

表 4に示す。 

 

表 4 PCB廃棄物搬出後または現場作業終了後の保管エリア利用状況 

対象事業所 

記号 
保管エリア 保管場所の状況 主要 PCB廃棄物 確認方法 

案件番号 1 
ビル地下 3F 

電気室 
資機材・物品置場 変圧器 現地確認 

案件番号 7 
ビル地下 6F 

電気室 
資機材・物品置場 変圧器 現地確認 

案件番号 15 

ビル地下 5F 

電気・空調機

室 

撤去後の状態を維持 

（有効活用検討中） 
変圧器 現地確認 

案件番号 

12,13 

ビル地下 2F 

電気室 

撤去後の状態を維持 

（ビル自体建て替え） 
変圧器 現地確認 

案件番号 10 
ビル 8F 

電気室 

撤去後の状態を維持 

（ビル自体建て替え） 
変圧器 現地確認 

案件番号 28 地上平屋倉庫 
PCB廃棄物保管場所 

（有効活用検討中） 

シャフト、漏洩変圧

器 

タンク、油ろ過機 

現地確認 

案件番号 16 
ビル 17F 

電気室 

撤去後の状態を維持 

（ビル自体建て替え） 
変圧器 現地確認 
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案件番号 25 地上平屋倉庫 資機材・物品置場 
コンクリート製 

保管容器 
現地確認 

H30-3 
２階建て建屋 

1F屋内倉庫 

資材保管場所 

（将来的に建屋解体の計画あ

り） 

安定器 

コンデンサ 
現地確認 

H30-2 
２階建て建屋 

1F屋内倉庫 

撤去後の状態を維持 
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4.  おわりに 

中長期的に、PCB 廃棄物搬出後の保管エリア内外の PCB 濃度測定を実施し、PCB が環境に及ぼす影響の一端

を明らかにすることができた。 

本調査の結果を他の有害化学物質の環境影響予測に役立てうるものと考えられる。 
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